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今年は明治元年(1868年)から150年に当たる。この150年間にはかつて人類が経験したことがない急激な

変化が起きた。しかし福島県南部の人里離れた山間部にある「大内宿」は、茅葺き屋根の民家が立ち並

ぶ江戸の宿場町の光景を今もそのままに残している。かつて参勤交代や物資運搬の道であった街道は、新

しい街道が開かれたため人馬の往来はぱったりと途絶え、やがて完全に宿場としての役割を終えることに

なる。外界との往来は遮断され、時代に完全に取り残された。貧しさゆえに改築や建て替えもできなかっ

たことが幸いして、江戸時代そのままの茅葺き屋根が連なる宿場町の面影はいまや貴重な観光資源だ。目

先の利益にとらわれず、グローバルかつアカデミックな視点に立った時、自分たちの地域が備える魅力は

何なのか考えてみることは大切だと気づかされる。写真は2016年、日光への職員旅行時のもの。
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　　当院はこれまで認知症治療病棟（リスタート病棟）の設置や外来治療など、認知症の専門的医療を提供
してきました。その一環として、山梨県から『認知症地域相談センター』の委託を受けて活動してきました。
その『認知症地域相談センター』が４月１日『認知症疾患医療センター』に移行しました。

●センターの活動内容
　規定で定められた基本的な活動は、２種類に分けられます。

　地域からの期待に応え、より一層質の高い医療・知識・
技術を提供していけるよう努力していきます。相談した
いことがありましたら、お気軽にお電話ください。

　　　認知症疾患医療センター　川口　　敦

「認知症疾患医療センター」を受託しました

　
「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
は
、
英
語
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
略
で
、
性
的
な
い
や
が
ら
せ
を
す
る
こ
と
で
す
。
セ
ク
ハ

ラ
に
は
、
性
的
な
仕
方
で
体
に
触
る
な
ど
の
身
体
的
な
接
触
に

よ
る
嫌
が
ら
せ
も
あ
れ
ば
、
言
葉
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま

す
。
言
葉
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
の
場
合
、
み
だ
ら
な
誘
い
を
し
た

り
、
み
だ
ら
な
誘
い
を
受
け
な
い
と
今
後
の
仕
事
に
支
障
が
出

る
、な
ど
の
脅
し
文
句
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

言
葉
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
に
は
、
容
姿
に
つ
い
て
本
人
が
望
ま
な

い
こ
と
を
言
っ
た
り
、
ほ
の
め
か
し
た
り
す
る
こ
と
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
セ
ク
ハ
ラ
は
男
性
が
行
為
者
（
加
害
者
）
で
女
性
が
被
害
者

に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
か
ら
男
性
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ま

た
、
同
性
に
対
す
る
性
的
な
言
動
に
よ
る
問
題
な
ど
も
起
き
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
為
者
に
は
セ
ク
ハ
ラ
の
自
覚
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
被
害
者
の
受
け
取
り
方
が
重
視
さ
れ
る
た
め
セ

ク
ハ
ラ
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　
「
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
」
日
頃
か
ら
言
動
に
は
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
く
ろ

■地域連携機能…研修会や協議会の開催
　当院には認知症の専門的治療を行う中で得た多く
の知識や技術があります。研修会を開催し、その知
識や技術を地域社会に提供し、認知症の方が暮らし
やすい地域作りに貢献します。
　また、家族会や市町村、保健所、医師会等の関係
者の方々にお集まりいただき連携協議会を定期開催
します。連携協議会では、日ごろの活動を通して関
係者の方々が感じている認知症の方が生活する上で
の課題等をお伺いし、その解決に向けた方策を話し
合います。

●相談受付日時：月～金　９時～ 17時
　　　　　　　　　土　　９時～ 12時15分
●電話番号：055 ー 282 ー 2151

■専門的医療機能
　　　…診断・専門治療・医療相談
　認知症治療を目的とした受診や入院について
の相談に応じます。また、認知症の有無を調べ
るための検査をしたり、認知症があれば専門的
治療を行ったりします。
　認知症なのか、加齢による自然な物忘れなの
か分らなくて受診を躊躇う（ためらう）方が多
くいらっしゃいますが、どんな病気も早期発見、
早期治療が大切です。心配なことがありました
ら、気兼ねなくご相談ください。

セ
ク
ハ
ラ

撲
滅キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



月刊　お あ し す第 370 号（ 3 ）

　

急
性
期
病
棟
に
お
け
る
看
護
計
画
の
選

択
的
展
開
～
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
選

び
、
作
れ
る
看
護
計
画
～

１
、
急
性
期
病
棟
に
お
い
て
、
誰
で
も
、

楽
に
、
早
く
、
個
別
性
や
種
類
が
増
や

せ
、
看
護
計
画
が
た
て
ら
れ
る
。

２
、
急
激
な
症
状
変
化
に
対
し
て
、
適
時

に
看
護
計
画
を
作
成
で
き
る
。

３
、
患
者
様
の
看
護
計
画
の
個
別
性
記
入

時
間
を
確
保
し
易
く
す
る
。

　

急
激
な
症
状
変
化
が
あ
る
場
合
に
看
護

計
画
作
成
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
症
状
の

急
激
な
変
化
や
勤
務
上
の
状
況
に
よ
り
作

成
困
難
な
場
合
も
生
じ
る
。
看
護
計
画
の

個
別
性
を
含
め
た
記
載
を
す
る
の
に
、
ま

と
ま
っ
た
十
分
な
時
間
を
と
り
に
く
い
。

そ
こ
で
、
各
看
護
師
に
合
っ
た
書
き
や
す

い
看
護
計
画
の
記
入
方
法
を
、
選
べ
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

急
性
期
の
早
い
変
化
に
合
わ
せ
て
、
誰

で
も
早
く
、
個
別
性
を
含
め
、
看
護
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
パ
ソ

コ
ン
の
利
用
方
法
を
増
や
し
、
誰
で
も
出

来
る
よ
う
に
す
る
。

１
、
患
者
様
の
メ
リ
ッ
ト

　
　
早
期
に
、全
体
的
な
方
法
が
書
か
れ
て

い
る
為
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
組
み
合
わ

せ
効
果
的
な
看
護
が
受
け
や
す
く
な
る
。

２
、
看
護
師
の
メ
リ
ッ
ト

　
①
楽
に
、早
く
看
護
計
画
が
作
成
で
き
、

そ
の
分
個
別
性
の
部
分
を
検
討
す
る

時
間
が
増
え
る
。

　

②
早
期
か
ら
観
察
項
目
、
援
助
項
目
、

指
導
項
目
、
の
か
た
ち
で
看
護
計
画

の
記
録
を
残
し
や
す
い
。

１
、
標
準
看
護
計
画
使
用
書
の
作
成

２
、
パ
ソ
コ
ン
使
用
方
式
：
パ
ソ
コ
ン
で

看
護
計
画
表
を
作
成
し
（
選
択
①
、②
）

取
り
扱
い
方
法
や
一
覧
表
な
ど
作
成
し

て
説
明
会
を
３
回
実
施
し
た
。

３
、
印
刷
紙
面
利
用
方
式
：
108
種
類
の
看

護
計
画
書
を
印
刷
し
大
型
フ
ァ
イ
ル
１

冊
を
つ
く
っ
た
。（
選
択
③
）

４
、
調
査
、
検
討
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
回

実
施
し
た
。

５
、
褥
瘡
な
ど
の
看
護
計
画
書
も
作
者
に

話
し
取
り
入
れ
て
作
成
し
た
。

１
、
峡
西
病
院
で
使
用

し
て
い
る
看
護
計
画

用
紙
の
パ
ソ
コ
ン
入

力
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
作

成
し
た
（
病
棟
看
護

師
に
依
頼
）。

　

→
選
択
①　

パ
ソ
コ

ン
入
力
が
慣
れ
て
い

る
人
、
看
護
計
画
枚

数
が
少
な
い
人
向
き

２
、
病
棟
で
使
用
し
て

い
る
看
護
計
画
の
資

料
を
基
に
、
症
状
別

看
護
計
画
文
面
を
追

加
、修
正
、加
筆
し
パ

ソ
コ
ン
入
力
し
た（
108

件
）。パ
ソ
コ
ン
上
で

複
数
削
除
、
追
加
加

筆
し
て
活
用
可
能
。

→
選
択
②　

パ
ソ
コ

ン
入
力
が
慣
れ
て
る

人
、
看
護
計
画
枚
数

が
多
い
人
向
き
。

３
、
印
刷
し
、
１
冊
の

看
護
計
画
集
を
作

成
し
た
（
108
種
類
）。

印
刷
さ
れ
た
看
護
計

画
に
直
接
修
正
、
加

筆
可
能
。

　

→
選
択
③　

手
書
き

慣
れ
の
人
向
き
。
看

護
計
画
枚
数
を
選
ば

な
い
。

　

従
来
の
手
記
入
に
比
べ
て
一
部
使
い
に

く
い
部
分
は
あ
っ
た
が
、
綺
麗
に
、
早
く
、

簡
単
に
で
き
た
。

　

看
護
計
画
を
適
時
に
立
て
る
こ
と
が
実

際
に
出
来
た
こ
と
か
ら
も
個
別
性
の
部
分

と
公
共
性
の
部
分
に
良
い
影
響
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
形
状
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
わ
れ
る
。

結
果
①

　

担
当
患
者
へ
の
利
用
回
数
は
、
ほ
ぼ
全

員
が
１
回
は
利
用
し
た
！

結
果
②

・
内
服
自
己
管
理
・
不
眠
・
不
安
・
ア
ル

コ
ー
ル
離
脱
等
の
必
要
性
が
高
か
っ
た

・
計
画
を
立
て
る
上
で
参
考
に
し
た

・
そ
の
ま
ま
使
う
事
は
な
か
っ
た
が
、個
別

性
を
足
し
た
り
、参
考
に
し
て
使
っ
た

・
種
類
が
多
く
て
探
す
の
が
大
変
だ
っ
た

・
第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
現
状

の
ま
ま
で
よ
い
と
の
意
見
が
多
か
っ
た

が
、
そ
の
他
の
症
状
な
ど
の
新
た
な
看

護
計
画
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
成
が
必
要

か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

・
今
回
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
済
看
護
計
画
書

を
利
用
し
た
い
と
の
要
望
が
他
病
棟
に

あ
れ
ば
、
使
用
説
明
を
し
て
対
応
、
協

力
を
し
た
い
。

メ
リ
ッ
ト

背
景
：
現
状
の
問
題
点

目
　
標

目
　
的

◇ 殊勲賞 ◇
アスピール病棟
堀内　正善

メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

具
体
的
な
実
施
内
容
①

具
体
的
な
実
施
内
容
②

結
　
果

考
　
察

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

今
後
の
展
開



月刊　お あ し す 2018年６月 5 日発行 （ 4 ）

今
月
の

デ
イ
ケ
ア
活
動
紹
介

チャンネル
デイケ

アChannel
《
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
》

　
デ
イ
ケ
ア
行
事

《
活
動
日
》

　

年
４
回
（
日
程
は
活
動
内

容
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
）

《
活
動
内
容
》

　
デ
イ
ケ
ア
で
は
定
期
的
な
リ

ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
も

年
に
数
回
「
デ
イ
ケ
ア
行
事
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に

行
っ
た
も
の
は
お
花
見
、
Ｂ
Ｂ

Ｑ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
バ
ス
レ

ク
な
ど
様
々
で
す
が
、
毎
年

デ
イ
ケ
ア
の
メ
ン
バ
ー
で
話
し

合
っ
て
内
容
を
決
め
て
い
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
企
画
か
ら
準

備
、
当
日
の
運
営
も
メ
ン
バ
ー

で
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

興
味
が
あ
る
方
や
参
加
希

望
の
方
は
お
近
く
の
ス
タ
ッ

フ
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

５
月
15
日
（
火
）
Ｙ
キ
ッ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
峡
西
病
院
で
は
恒
例
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
雨
宮
さ

ん
が
単
独
で
ギ
タ
ー
を
弾
き
な

が
ら
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ

の
季
節
に
な
る
と
峡
西
病
院
で

歌
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

る
ん
で
す
よ
」
と
話
し
て
く
だ

さ
り
、
今
年
も
雨
宮
さ
ん
か
ら

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲

は
、
中
島
み
ゆ
き
の
「
糸
」
や

ド
ラ
え
も
ん
の
主
題
歌
「
ひ
ま

わ
り
の
約
束
」
み
ん
な
で
歌
え

た
「
ふ
る
さ
と
」「
瀬
戸
の
花

嫁
」
な
ど
で
し
た
。
雨
宮
さ
ん

と
歌
う
と
、
唱
歌
も
昭
和
歌
謡

も
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
よ
う
に

明
る
い
雰
囲
気
で
歌
え
る
こ
と

を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に
気
に

な
っ
た
の
は
、徳
永
英
明
の
「
レ

イ
ニ
ー
ブ
ル
ー
」「
最
後
の
雨
」

「
君
は
雨
の
日
に
」
の
、
雨
と
失

恋
が
テ
ー

マ
の
３
曲

で
す
。
雨

の
季
節
が

近
い
の
で

選
ん
で
く

だ
さ
っ
た

の
で
し
ょ

う
か
？

　
５
月
12
日
（
土
）
高
校
生
・
大
学
生
に
よ

る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
来
て
下

さ
っ
て
い
る
方
々
で
、
今
回
が
４
回
目
の
演

奏
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
演
奏
は
、「
風

林
火
山
」
勇
ま
し
い
曲
で
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
の
選
手
達
も
勢
い
を
つ
け
る
た
め

に
バ
ス
の
中
で
聞
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

の
他
、
朝
ド
ラ
の
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
主
題

歌
、東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ
の「
花

は
咲
く
」、懐
か
し
い
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
で
「
ル

パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
曲
」「
宇
宙
船
艦
ヤ
マ

ト
」、
演
歌
で
は
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」、

皆
で
歌
え
る
よ
う
に
と
「
涙
そ
う
そ
う
」
や

「
ふ
る
さ
と
」
を
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
一
番
喜
ん
で
い
た
の
は
「
宇
宙
船

艦
ヤ
マ
ト
」
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
「
ア
ナ
と
雪

の
女
王
」
に
感
動
し
ま
し
た
。
エ
レ
ク
ト
ー

ン
は
両
手
両
足
を
使
い
、
５
０
０
種
類
の
楽

器
の
音
色
を
奏
で
る
事
が
で
き
る
た
め
、
操

作
に
１
秒
で
も
狂
い
が
あ
る
と
音
色
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
ミ
ス
タ
ッ
チ
が
許
さ
れ
な

い
楽
器
だ
そ
う
で
す
。
繊
細
な
楽
器
を
何
げ

な
く
使
い
こ
な
し
て
い
る
姿
に
凄
さ
を
感

じ
、
ま
た
、
ピ
ア
ノ
と
も
よ
く
マ
ッ
チ
し
迫

力
の
あ
る
演
奏
が
聴
か
れ
ま
し
た
。
終
わ
り

の
言
葉
で
は
代
表
の
方
だ
け
で
な
く
数
名

の
方
々
が
お
礼
や
感
想
を
直
接
話
し
か
け

て
い
ま
し
た
。
色
々
な
年
代
の
方
に
聴
い
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日
頃
よ
り
幅
広
い
曲

目
を
練
習
し
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
が
最
後
ま
で
演
奏
を
楽
し
み
、
退
出

す
る
こ
と
な
く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。



月刊　お あ し す第 370 号（ 5 ）

今月は春祭りを掲載する予定でしたが、インフルエンザにて延期となってしまいました。
そこで老健での日々の様子として風船バレーやアニマルセラピーを載せてみました。
毎月いろいろな行事やイベントが行われ日々楽しく過ごしています
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健康情報コーナー 気分障害ってどんな病気？
今回は、気分障害について、アスピール病棟の入倉一美主任（精神科認定看護師 うつ病看護領域）にお聞きしました。

Q．気分障害ってどんな病気ですか？

Q．日常生活の中で本人や周囲ができることはありますか？

Ｑ．発病にかかわる因子は何かありますか？

Ｑ．治療はどんなことをしますか？

川西　智美
グループホーム世話人
（きづな）

◆出身地
…市川三郷町(旧六郷町)
◆好きな食べ物
…BKコーヒー・カカ
オ70%チョコレート
◆好きな色…白・黒

成田　正樹
心理士

（精神科デイケア）
◆出身地…神奈川県
◆座右の銘
　…虚心坦懐
◆好きな言葉
　…早寝早起腹八分

宮下竜太朗
看護師

（アスピール病棟）
◆趣味…筋トレ
◆好きな食べ物
　…肉・卵
◆好きな場所
…ディズニーランド

岸　真由美
看護師

（精神科デイケア）
◆趣味…音楽
◆座右の銘
　…ケセラセラ
◆好きな色…空色

内藤　美幸
事務員
（きづな）

◆趣味
　…スポーツ観戦
◆好きな色
　…オレンジ
◆好きな有名人
　…井上康生

　気分障害とは気分と意欲が障害される一群の精神障害のことです。うつ状態あるいは、躁状態が現れます。
うつ状態のみのものをうつ病、躁状態も現れるものを双極性障害（躁うつ病）といいます。気分障害は統
合失調症とは異なり10代から老年期まで、あらゆる年代で発病しうる病気です。

　専門医と相談しながら、今の症状ばかりに目を奪われず、症状のないときの自分の生活を思い出してみ
ましょう。そのうえで新たに生活を立て直していくことが治療と再発予防には重要です。ポイントは、①
生活リズムをととのえる。②ストレスに振り回されない。③リラックスのための自己レッスン の３点です。
　また周囲で見守る方がすることとしては、病気の症状にふりまわされるのではなく、治療の協力者にな
り「本人を孤立させないこと」が最も重要です。

　原因が明確にされているわけではありませんが、遺伝的要因がもとにあり生育環境との関連のなかで要因
としての性格特性が形成されます。そこに心理的、社会的なストレスや身体疾患などの誘因が作用して発病
に至るといわれています。

　うつ病相と躁病相で異なりますが、いずれにしても薬物療法を中心として精神療法を併用するのが一般
的です。さらに生活環境への介入を含めた支持的精神療法を行うこともあります。

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として設
立されたものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間形
成に努めるべきである。
■　臨床倫理
１．精神障害者を扱う医療機関として、患者様の人格尊重や意思の尊重、自己決定権の尊重を最大限配慮した

医療を展開いたします。
２．患者様の機能的状態や病状に対する説明、診療内容、必要な事項の説明を、わかりやすく丁寧に行います。
３．当院での医療が納得して受けいれられるように、患者様が他医療機関でセカンド・オピニオンを求める機
会を支援いたします。

４．当院での医療にとどまらず、かかりつけ医療機関・福祉介護施設・障害者社会復帰施設などとの連携を深
めて、患者様の生活の場を重視した医療とケアを目指します。

日常の倫理的問題に適切・迅速に対処するため、職業倫理・臨床倫理に関する検討を定期的に行います。
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私
の
趣
味
っ
て
何
だ
ろ
う
。
こ
の
原
稿
依
頼

を
頂
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
私
の
ス
ト
レ
ス
発
散
は
、「
カ
ラ
オ
ケ
」
で
す
。

下
手
で
も
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
体
を

動
か
し
た
く
な
っ
た
ら
、「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
で
す
。

こ
ち
ら
も
あ
ま
り
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

家
の
庭
に
は
、
ダ
ン
プ
で
土
を
運
ん
で
も

ら
っ
て
畑
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
畑
や
プ
ラ
ン

タ
ー
に
、
花
や
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
種
を

蒔
い
た
り
、
苗
を
植
え
た
り
し
て
大
き
く
な
る

の
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

　

昨
年
あ
た
り
か
ら
、
ハ
ー
ブ
を
育
て
て
い

る
う
ち
に
、
魅
力
を
感
じ
、
ハ
ー
ブ
に
つ
い

て
勉
強
し
て
み
た
く
な
り
、「
ハ
ー
ブ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

美
容
や
健
康
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
き
目
の
ハ
ー
ブ
の
力
に
、
改
め

て
驚
き
ま
し
た
。
何
か
に
生
か
せ
た
ら
い
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
の
仕
事
は
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
が
、

ス
ト
レ
ス
も
た
ま
り
ま
す
。
楽
し
く
毎
日
が
送

れ
る
よ
う
に
、
休
み
の
日
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

リ
ス
タ
ー
ト
病
棟
　
有
野
　
光
恵

　

月
日
が
経
つ
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、

11
年
間
リ
ス
タ
ー
ト
病
棟
で
認
知
症
の
患

者
様
の
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
11
年
間
で
国
の
方
針
も
含
め
、
認
知
症

ケ
ア
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
こ
の
場
を
借
り
て
、
リ
ス

タ
ー
ト
病
棟
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
少
し
だ
け
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

回
想
法
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科

医
が
提
唱
し
た
心
理
療
法
が
あ
り
ま
す
。

懐
か
し
い
物
や
映
像
を
見
て
思
い
出
を
語

り
合
う
回
想
法
は
、
脳
を
活
性
化
し
て
情

緒
を
安
定
さ
せ
、
長
く
続
け
る
こ
と
で
認

知
症
の
進
行
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

当
病
棟
で
の
回
想
法
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
月
２
回
、

６
～
７
名
の
患
者
様
と
共
に
、
看
護
師
、

介
護
士
、
作
業
療
法
士
、
臨
床
心
理
士
が

連
携
し
、
年
間
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

回
想
法
の
内
容
と
し
て
は
、
コ
ラ
ー

ジ
ュ
の
作
成
（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
は
現
代
絵

画
の
技
法
の
一
つ
で
、フ
ラ
ン
ス
語
の『
糊

付
け
』
を
意
味
す
る
言
葉
。
通
常
の
描
画

法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
ロ
ジ
ッ
ク
の
ば
ら
ば
ら
の
素
材
、
例
え

ば
新
聞
の
切
り
抜
き
、
壁
紙
、
書
類
、
雑

多
な
物
体
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
壁
画
の
よ
う
な
造
形
作
品
を
構
成
す

る
芸
術
的
な
創
作
技
法
）、懐
か
し
い
カ
ー

ド
遊
び
、
お
祭
り
・
戦
争
中
・
子
ど
も
の

頃
の
思
い
出
な
ど
の
昔
話
の
語
り
合
い
、

昔
懐
か
し
い
物
が
飾
っ
て
あ
る
施
設
見
学

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

回
想
法
を
行
う
こ
と
で
、
患
者
様
の
表

情
（
笑
顔
）
や
と
て
も
楽
し
そ
う
に
話
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
、
月
２
回
で
す
が

や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
な
、
こ
の
活
動
を

続
け
て
い
て
良
か
っ
た
な
、
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。
活
動
時
間
は
１
時
間
ほ
ど
で
す

が
、
回
想
法
を
行
っ
て
い
る
時
の
患
者
様

の
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
も
軽
減
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
回
想
法
と
い
う
非
薬
物
療
法

を
続
け
て
い
き
、
患
者
様
の
笑
顔
を
見

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。リ

ス
タ
ー
ト
病
棟
　
佐
野
喜
久
美

　
「
し
お
し
お
の
ぱ
ぁ
」
お
あ
し
す
５

月
号
の
研
修
報
告
で
匿
名
看
護
師
が

最
後
に
書
い
て
い
ま
し
た
。
子
供
の

頃
に
テ
レ
ビ
放
送
（
１
９
６
６
年
～

１
９
６
７
年
）さ
れ
て
い
た『
快
獣
ブ
ー

ス
カ
』
の
セ
リ
フ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ブ
ー
ス
カ
が
落
胆
し
た
と
き
に
発
し
た

「
し
お
し
お
の
ぱ
ぁ
」
で
す
が
、「
弱
っ

た
な
あ
」「
参
っ
た
な
あ
」「
が
っ
か
り

し
た
な
あ
」「
困
っ
た
な
あ
」
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
表
す
と
き
に
使
っ
て
い

ま
し
た
。
ブ
ー
ス
カ
語
を
ネ
ッ
ト
検
索

し
て
み
る
と
、
喜
ん
で
い
る
と
き
「
バ

ラ
サ
、
バ
ラ
サ
」、
怒
っ
て
い
る
と
き

に
は「
プ
リ
プ
リ
の
キ
リ
リ
ン
コ
、カ
ッ

カ
ッ
カ
」。そ
う
だ
っ
た
、そ
う
だ
っ
た
、

な
つ
か
し
～
。
脳
み
そ
の
片
隅
か
ら
記

憶
が
染
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
バ
ラ
サ
、
バ
ラ
サ
ば
か
り
の
人
生
を

送
り
た
い
で
す
が
、
楽
あ
り
ゃ
苦
も
あ

る
人
生
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
お

し
お
の
ぱ
ぁ
、
プ
リ
プ
リ
の
キ
リ
リ
ン

コ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
バ
ラ
サ
、
バ
ラ

サ
が
感
じ
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

（
も
っ
ち
ゃ
ん
）
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今月の一枚今月の一枚

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

昨年、孫が落とした一粒のイチゴ、
　　　　　　 　こんなに大きくなりました。

(孫の成長と、ともに)
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 ５日　新任者研修
　　　　「救急蘇生法について」

11日　一日看護師体験
　　　 風船バレー大会

16日　よさこいソーラン

25日　新任者研修
「行動制限最小化について」
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